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死亡 17 離婚

引
越
さ
れ
た
時
は

必
ら
ず

9 

住
民
登
録
を

6 第(1) 

3 
17 

3 

人の和が大洲斗._l-問主1:::-回企回会堂ふ晶-'::is: -I-.A.冒険4四戸帽を、4肉、::z.
を発展させる不t出l 巾民税苦吟宵人宮盛宜人l~crv .f.)'@
第七回市民親善体育大会は去る十一月四日(土〉大掛|南中学校校庭に選手、観衆約六千人を集めて盛

大におこなわれた。 ζの目、前日の雨は脆のようにからりと晴れ、富士山にかかっていた雲も運動会気

分が盛りあがるにつれて蒼空を拡げ暑からず寒からず絶好の運動会日和であった。午前九時二十分より

開会式が行われ応援団がいろんな趣好をこらして応援をするほどに競技は白熱化していったが、和やか

な雰囲気が会場に滋れ、:爆笑やら微苦笑やらが起りプログラムは順調にすすんで=いった。そして昼前肱

南地区応援団より飛ばされた約五O羽の鳩は平和都市宣言をした大洲の美しい臼然と壁豊かな人情を象徴

するよう競技場の上空を旋回して運動会気分を盛りあげた。プログラムはあやふり競走、メジνンボ}
ノレ、球入れ競技などレクレ}νヨンを混えて順調にすすみ、男子年令別リレ}決勝ですべて競技を終っ
たが市民親和の気分が会場に横溢していて「ヲミ与の豊穫に感謝し、市民の健康を祝粛し、大洲市の限り

ない発殿Jを図的として開催されてb喝市民親善絡事華大樹立その次選い図的脅議じた
優勝は総合得点四O~霊場塾長雪作曜密閉鍬J裁断嘗繁華訟は主主縫う同協 l~ニヱ怨縫鋭戦~Lで:鍵線障し絹

この広報紙は市内各戸配付です.

11頂得

点合|位点

ηム

A
斗

Z
U

7
J
nノ』

AU寸
巨

U
4
1
4
2
凸

C

Z
叫

o
r
J
G
n
u

-

T

 

4 

5 

AU寸

A
『

Z
U
D
'
'
n
U
4
4
Zベ
v

d叫
1
8
H
e
R
M

のム

1

5

2

1

4

4

1

2

1

 

位援

順応得総

• 

4 

4 

3

5

4

 

4 

一
寸
市
民
一
せ
い
検
便
で
寄
生
」

一
「
虫
保
有
の
実
態
わ
か
る
ノ
L

一
み
ん
な
で

J
h

一

寄

生

虫

を

撲

減

し

よ

う

長

い

|

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

一
。
一
斉
検
使
の
善
意
吾
一
%
一
新
し
い
関
、
心
事
で
あ
り
、
昨
年
の
肱
川
一

2
、

鈎

虫

は

ひ

ふ

か

ら

下

肥

を

一

よ

ろ

。

一

診

の

お

し

ら

せ

一
富
市
賛
意
て
無
料
一
斉
検
重
一
流
域
学
術
調
査
団
の
報
告
を
裏
づ
け
る
一
た
っ
ぷ
り
ま
い
た
畑
で
ま
か
ら
感
染
一
ぜ
だ
畏
寄
生
虫
日
無
関
心
f
あ
る
一
ー

一
蓄
し
た
結
果
は
南
久
米
地
区
の
ろ
一
一
一
デ
i
タ
を
一
示
し
ま
し
た
。
乙
と
に
肱
川
一
主
す
。
な
る
た
け
素
足
で
畑
に
は
い
一
会
多
L
ょ
う
で
す
号
市
T
発
生
一
昭
和
一
一
一
十
五
富
在
の
大
洲
市
の
結

¥
一
審
警
と
し
襲
、
八
多
喜
、
富
一
畔
に
の
ぞ
む
大
川
、
室
、
大
洲
、
一
三
ら
ず
地
下
足
袋
署
は
き
ま
し
ょ
う
。

τた
赤
痢
の
名
つ
に
爆
発
売
な
伝
染
明
核
患
者
は
六
八
三
名
と
な
っ
て
お
り
、

第
七
回
(
昭
和
三
十
ム
ノ
年
度
〉
一
農
等
七
O
を
き
平
均
五
二
%
の
一
善
、
雲
、
八
多
喜
多
く
、
妻
、
予
一

5
、
横
川
吸
虫
は
ア
ユ
や
コ
ィ
、
一
で
は
な
い
が
、
寄
生
虫
の
董

E
b一
そ
の
医
療
費
ば
二
十
万
円
を
突
破
し
て

5
2
R

え

多

喜

成

績

で

あ

引

ー

し

た

ι
菱
重
一
防
長
虫
に
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
一
フ
ナ
、
ハ
ヤ
等
の
エ
ラ
ワ
ロ
コ
に
寄
生
一
目
で
み
れ
ば
赤
痢
の

E
Sの一
お
り
ま
す
。
警
は
早
期
発
見
、
早
期

優

良

亦

ち

ゃ

ん

表

彰

一

語

、

革

め

て

一

O

O

%

襲

名

一

な

り

ま

せ

ん

。

ζ
の
吸
喜
川
博
士
一
し
て
い
る
か
ら
重
さ
け
ま
し
さ
っ
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
全
市
民
二
議
に
よ
っ
て
治
す
と
と
が
で
き
ま

d
t
l
f
z
-
m
j
3

一
る
よ
弓
努
力
し
で
下
さ
い
。
一
の
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一

4
、
尿
尿
処
理
を
合
理
的
に
し
一
斉
検
聖
書
置
運
動
員
会
に
一
一
す
。
次
の
日
程
で
第
二
次
集
団
撃
を

豊
福
祉
法
に
よ
る
喜
男
護
主
誉
つ
け
た
。
一
。
寄
生
虫
保
有
響
は
一
一
一
五
%
士
ミ
リ
位
の
吸
盤
を
も
っ
た
寄
生
虫
で
一
ょ
う
一
層
関
心
を
号
、
予
防
長
敢
に
努
め
一
行
い
ま
す
の
で
本
年
ま
だ
レ
ン
ト
ゲ
ン

憲
議
亀
若
君
、
併
せ
て
一
健
康
優
良
襲
撃
氏
名
一
実
施
し
た
人
の
議
室
は
一
一
一
五
一
種
寄
生
し
下
痢
、
カ
タ
ル
な
ど
の
一
;
そ
ろ
し
い
寄
童
の
予
防
と
駆
除
一
ま
し
ょ
う
。
一
検
考
つ
け
て
い
な
い

Z
E

一
母
親
の
書
籍
章
一
昆
す
る
た
め
に
一
大
型
八
区
高
撃
一
%
で
あ
り
ま
し
た
が
、
実
施
し
な
か
っ
一
素
あ
り
ま
す
o
と
れ
ば
オ
1
ミ

ン

二

一

比

九

四

同

日

げ

を

い

れ

一

一

を

つ

け

て

下

さ

い

。

一

線

続

行

わ

て

い

る

た

人

は

実

に

多

く

保

有

さ

れ

て

い

る

と

一

日

の

服

薬

で

駆

虫

さ

れ

ま

す

。

一

一

目

一

番

警

官

恩

わ

れ

手

の

で

四

02の
亘

書

駆

虫

で

み

ん

な

が

議

し

よ

う

一

言

公

園

の

護

士

一

月

六

日

山

一

壁

土

毒

九

月

が

虫

を

も

っ

て

い

る

と

い

え

ま

し

ょ

一

一

番

効

果

の

上

る

の

は

警

の

人

み

一

ぐ

を

急

い

で

、

さ

き

に

一

土

問

か

柔

一

年

八

三

ま

た

大

洲

町

地

区

は

二

四

%

程

ん

な

で

駆

虫

す

る

ζ
と

で

す

。

ま

た

、

一

、

ド

ラ

イ

ブ

ワ

エ

イ

の

十

百

一

塁

手

首

奪

率

で

す

が

、

柳

沢

の

四

八

%

を

は

じ

め

一

家

庭

で

は

親

も

子

も

一

し

ょ

に

警

の

一

急

控

室

覧

ま

し

十

一

百

一

に

議

議

ち

ゃ

と

し

蓄

え

章

、

一

一

一

議

官

、

南

久

米

一

ん

で

駆

虫

し

な

い

ど

す

ぐ

感

染

し

ま

一

を

て

か

ら

、

行

楽

客

が

十

三

日

玄

ぎ

石

還

な

ど

の

農

村

地

区

は

四

O

%

、

宝

で

、

一

す

。

ム

品

種

結

果

の

覇

者

は

、

ぜ

一

日

増

し

に

李

登

山

十

四

日

一

5
2が
撃

に

よ

っ

て

は

六

O

%

以

上

の

章

一

ひ

霊

童

い

た

し

ま

し

ょ

う

よ

く

一

成

し

て

お

り

ま

す

乙

と

十

五

日

五

譲

宅

金

感

染

地

縛

も

あ

り

ま

し

た

。

乙

れ

は

下

一

に

鈎

虫

ば

最

近

寄

生

虫

の

申

で

き

一

完

は

周

知

の

ど

お

り

で

十

六

日

r襲
警

言

胞

の

草

笛

初

予

防

の

関

心

の

う

す

護

容

易

な

も

の

で

あ

る

と

い

わ

れ

、

一

)

予

期

し

て

い

た

と

は

に
終
了
し
w
h
q
饗

い

と

と

に

よ

る

も

の

で

す

。

一

副

作

間

も

な

く

家

庭

で

も

駆

虫

で

き

る

一

の

申

し

な

が

広

有

難

い

十

八

日

正

義

、

室

。

警

の

六

割

自

一

よ

う

に

な

り

ま

し

た

o
今

年

度

か

ら

全

一

園

と

と

で

す

。

十

九

日

一

十

一

月

二

十

遊

日

寄

生

虫

の

五

七

%

は

鯛

虫

で

あ

り

、

一

県

民

運

動

と

し

て

集

団

駆

虫

各

行

-

っ

と

一

休

明

問

所

、

庚

望

台

二

十

日

一
議
事
永
i
ル

鈎

虫

〈

十

二

指

腸

患

は

一

宮

一

%

で

一

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

公

ベ

ン

チ

等

の

構

築

に

月

八

日

に

お

い

毒

豪

害

容

L
比
べ
て
費
少
い
率
で
し
一
。
感
染
予
防
に
つ
と
め
よ
う
一

H
引

っ

言

、

東

展

望

九

日

同

事

会

嚢

設

た

。

べ

ん

宗

一

一

一

五

%

ら

あ

り

と

れ

ば

丁

、

個

虫

は

糞

か

2
へ

生

野

一

コ

台

の

下

へ

、

富

と

十

九

日

多
い
方
で
す
。
一
帯
情
ば
熱
湯
消
毒
か
中
性
洗
剤
ぞ
使
い
ま
一

i
l一
北
側
の
二
ケ
所
へ
、

一

一

二

十

二

日

。
肱
川
流
緩
慢
有
の
検
川
吸
虫
一
し
よ
う
。
ま
た
は
水
で
て
い
ね
い
に
よ
一
』
コ
日
広
場
と
、
頂
上
へ
の

ア

ご

く

ブ

ナ

な

ど

の

淡

水

魚

一

ぐ

態

っ

と

と

。

食

前

に

は

よ

〈

手

一

言

歩

道

、

宅

西

側

へ

二

十

一

言

一

O

一

を

洗

い

と

く

に

手

づ

か

み

で

物

巻

食

一

昌

明

し

台

の

設

置

な

三

十

九

回

、

一

ぺ

あ

前

に

は

必

す

手

を

洗

い

ま

し

ょ

う

一

ど

出

元

成

港

開

ざ

し

、

三

十

日

5 

も

2 

5 

R
U
A
U
4
B
 

2 

4 

6 4 

中
村
綾
場
一
一
一
区

市
木
森
区

務
官
新
町
二
区

大
細
川
一
区

大
洲
二
一
区

相
附
厳
有
松

4

徳
森
市
山
西

大
洲
十
五
区

大
洲
十
一
区

市
木
森
区

大
洲
一
区

若
符
堀
の
内

柚
木
二
十
区

務
管
堀
内
一
一
隊

市
本
平
畑

大
洲
十
五
区

。
若
宮
堀
内
ニ

柏
木
二
十
一
一
四

平
野
町
平
地

。

平

地

h
q

野
国

南
久
米
久
保

。

稲

積

。
北
口
八

要事者葬塁票欝義幸棄毒書留票管露襲葱空孟率葉吾雲輪

車詰警護霊2言語2宏特許議書写実震突事室
菅
閏
宇
津

。

中

東

。

杭

瀬

h
q

下
町

。

上

酋

大
川
森
山

。

成

能

。

森

山

柳
沢
柳
沢

h
q

回
処

h
q

柳
沢

新
谷
大
久
保

。

町

一

。

和

田

。

都
伊

川

東

三
善
春
賀

hv

東
宇
山

八
多
喜
手
成

。

中

町

h
q

市
町

hv

宇
山

と
須
戒
上
須
戒

。

上

須

戒

書留昔思禁事i市議富問書時間君主要時雲主
語事警豊霊長翼字書進巧裏書事事撃事王宮芸賃書季望

川
虫
一
人
出

Uhhud
可制
5
l目
。
，
附

1
・
一
来
、
主
と
し
て
沿
道
に
、
観
光
植
栽
を

榔
則
一
会

j

i

d

t

4

J

ー‘

M
M士
施
し
て
参
っ
て
お
り
ま
す
o
地
域
、
職

7ーー

-
q
4オ
引

4司
司
副

4判
山
剖
一
一
域
、
団
体
学
校
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の

訳

一

拍

一

j

1

M

m

5

一
頁
い
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て

一

自

「

l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
-
-
-
-
-
H」
一
本
年
十
月
末
ま
で
に
、
木
本
一

o、
七

内
|
引
苅
司
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
4一一

淳

、

様

虫

ブ

一

一

五

O

株

、

草

本

二

六

、

O

五

O

株

、

計

の

青

毛

線

一

一

一

一

ニ

六

、

八

O

O

株

を

植

え

終

り

、

つ

づ

者
「
引
調
叫
叫
叫
岡
叫
釧
叫
捌
司
劉
一
一
い
て
木
本
約
七
O
O
株
を
現
在
植
込
み

表

一

一

一

一

鞭

一

ー

四

ム

一

申

で

あ

り

ま

す

。

と

の

草

木

が

枝

を

張

覧
一
位
町
削
叫
否
判
叫
刷
判
叫
羽
利
」
四
一
一
り
、
葉
を
伸
ば
し
、
花
を
つ
け
、
憲

一
一
号
一
悲
話

J
担

ろ

θ
日

U
Z
T
Q
L
4
5

説
明
μ
一
一
結
び
、
乙
乙
数
年
後
に
は
、
充
分
風
致

」
'
一
陽
一
鈎
刊
は
腸

1
一一一

漬

一

!

日

V
川

「

4
4
1
1
4
1
1
U
1
4
K
L一
を
整
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

主
m

-

u

k

号
以
つ
L

O
，

AU寸

A
斗

『

/

n

u

R
】

7
'
n
d

、IRU
M
-

一

成

一

一

山

つ

日

mm

お
あ
り
目
白
川
出
記
匂
所

M
一
一
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
観
光

便

一

一

雄

一

I
l
l
i
-
-
i
l
i
-
-防
止
一
施
設
も
、
天
候
や
鳥
獣
の
被
害
に
逢
つ

斉

|

汀

ぺ

現

利

引

配

紅

白

ι
ι
ι
C
3
あ
一
一
て
、
思
は
ぬ
損
傷
護
る
こ
と
も
あ
り

一
一
関
苧
一
%
一

:

;

d

J

d

J

4

6

6

4

1

1

i

l

一7
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
培
し
て
、
心
な
い

虫
罫
劃
J

語
矧
判
明
刈
間
判
明
同
lω
一
一
登
山
者
に
よ
る
損
傷
が
か
な
り
あ
り
、

吐
孟
虫
加
を
認
二
日
2
4
日

2

4

g

2

5

2

日
一
一
甚
だ
嘆
か
は
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

三

陽

性

者

数

i
l
l
1
1
1
1
i
l
i
-
-
I
l
l
-
一
い
た
づ
ら
に
施
設
を
損
傷
し
な
い
乙
と

度

内

J
汁

川

到

州

州

制

判

配

戸

川

V
川
明
引
回
一
一
は
勿
論
、
一
木
一
草
と
雪
、
た
と
へ

洋

一

受

検

率

一

4

4

8

&

5

5

7

5

6

5

5

7

れ
が
枯
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
地

稲

川

羽

矧

引

制

叫

羽

矧

叫

州

一

一

力

の

保

全

を

考

え

る

響

、

山

か

ら

持

干

に

山

七

し

つ

山

h

F

L
〓
ち
出
す
こ
と
は
厳
に
慎
ま
ね
ば
な
ら
な

昭

1
一
一
い
と
考
え
ま
す
。
天
然
の
風
景
の
申
に

U
4
4
4
1
4
1司
オ
引
制
l
d一
一
人
工
の
世
一
審
添
え
、
年
を
逐
っ
て
、
富

J
ノ
A
U
Z
U
4
1
R
J
v

，b
O
J
J
O

つL
A

1

n

4

4

1
四
一

K
M
A
S
S
J
J
o
H
J
n山
J

A

一
一
士
山
公
園
の
真
価
が
発
揮
出
来
る
よ
う

η
ζ
η
ノム

4
1
円

4
4
i
4
1
η
L
4
i
つ
ム

4
i
n
u
-
-
5-
一
に
、
市
民
の
皆
様
お
一
人
々
々
が
心
を

i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
t
-
-
-ー
一
語
め
て
愛
護
し
て
頂
き
ま
す
乙
と
を

洲
野
米
田
川
沢
谷
善
喜
戒
計
)
一
一
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

久

多

須

謹

一

大
平
南
者
同
大
柳
新
三
八
上
合
(
一
一

、yへ九

東
宇
山
公
民
館

三
善
中
学
校

喜
多
幼
稚
園

久
米
小
学
校

平
小
学
校

田
処
小
学
校

柳
沢
公
民
館

宇
津
保
育
所

大
洲
公
会
堂

大
竹
公
民
館

菅
国
連
絡
所

南
久
米
公
民
館

南
久
米
連
絡
所

新
谷
小
学
校

八
多
喜
公
民
舘

上
須
戒
公
民
館

蔵
川
公
民
館
、

大
成
公
民
館
戸



の

本

の
ほ
子
M
祉
年
金
の
支
給
川
以
を
鍬
一
ハ
刊
か
め
一

O
円

、

に

順

次

増

初

J
U
れ
て
一
し
た
お
金
で
国
の
十
損
な
一
事
業
J
f
運
営
一

-

1

、
矢
氷
や
流
水
内
使
用
者
は
水
を
口

九

一

止

一

JI--uuhq一
humP47h刊誌恥
2211M一
F
I
曙

即

日

HEm-

ど

判

明

枝

一

一

J
町一一
k
j日
制

金

の

場

合

と

十

日

引

当

日

間

日

日

吉

村

一

九

?

と

受

け

る

乙

と

が

有

利

で

一

紅

白

日

比

一

泊

三

統

計

主

計

十

町

民

肝

心

J

一

園

周

年

金

に

つ

い

て

は

従

来

か

に

ほ

又

り

弟

姉

妹

で

あ

っ

て

そ

一

信

事

制

限

仁

つ

い

て

の

主

特

例

一

か

ら

マ

給

さ

れ

二

一

年

で

じ

っ

入

。

一

!

ゃ

、

E
K水
道

の

章

、

車

両

一

辞

の

ど

思

わ

れ

ま

す

。

盟
度
の
警
に
つ
い
て
い
ろ
い

3
要
望
一
す
る
と
ミ
ス
父
又
ま
た
が
日
亡
し
ご
一
の
者
ζ

生
計
J
同
じ
く
し
一
{
、
い
た
も
十
受
給
権
者
、
配
偶
者
、
室
義
務
4

円

i
l
l
l
l
i
l
i
-
-
-
l
i
l
i
-
-

一

中

学

佼

そ

ワ

出

小

中

学

生

君

、

北

白

一

平

野

生

「

校

長

長

青

木

位

自

宅

野

菜

果

物

が

皆

舵

に

長

一

回

目

別

託

行

日

出

品

目

一

世

児

島

治

日

十

一

日

刊

誌

刊

誌

叫

一

三

当

日

以

訂

正

い

ま

申

込

ま

れ

る

と

一

日

十

日

時

点

目

河

川

村

山

M
Y
一

日

空

間

中

主

出

向

泣

い

十

日

目

立

山

却

す

刀

一

苦

手

行

わ

れ

ま

し

た

。

三

宮

間

降

、

苦

手

空

支

給

し

一

保

恵

納

付

自

制

な

額

一

あ

る

た

め

に

ほ

わ

れ

て

い

た

所

得

制

一

自

動

車

話

切

替

え

と

同

一

望

日

出

工

君

戸

一

、

君

事

業

資

金

の

一

盟

主

り

変

媛

県

の

統

計

教

育

を

か

い

ス

ポ

ン

ヂ

や

布

で

ふ

き

と

ら

J

3
一
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
の
と
お
り
で
す
一
手
。
言
語
秀
樹
パ
日
付
子
年
一
三
年
以
上
五
年
品
五
、

2
0旦
限

の
J

量

は

解

除

し

ま

す

一

。

一

二

郎

に

目

さ

れ

、

犬

洲

市

の

苦

に

古

指

定

校

に

指

定

さ

れ

、

地

味

う

に

し

て

同

署

洗

ゅ

っ

と

と

カ

必

要

で

と

説

話

相

戸

主

語

一

同

町

詩

句

巧

訂

話

f
L
五

年

以

上

一

O

票

日

C

O

O

円

一

時

住

詰

心

支

給

焔

仙

の

拡

大

一

時

に

電

話

が

つ

き

ま

す

一

れ

い

み

昨

同

町

駅

F
H
h判
官

辺

川

口

川

口

市

す

O

I

l

l

i

-

-

一

年
一
老
令
ぽ
金
の
著
書
を
満
た
し
た
一
金
お
よ
び
巡
児
年
金

2MM喜
朗
一
一

O
年
以
上
一
主
主
一
付
金
力
査
を
受
け
る
前
に
将
一
王
宮
品
在
お
日
み
に
な
っ
て
ら
な
か
一
言
凶
住
宅
用
一
明
る
手
一
目
し

J
民

主

洲

市

主

一

さ

る

土

月

十

五

日

、

李

の

塵

芥

牧

集

一

6
一
者
が
希
望
す
る
と
き
は
、
じ
一
ハ
主
J

に

一

聞

の

短

縮

一

↑

四

、

0
0
0円
一
荒
川
死
ー
し
た
場
令
に
は
烹
福
乏
な
か
一
三
ぱ
い
の
で
、
と
不
使
を
お
か
一
一
ニ
=
一
円
一
円
一
ご
一
一
O
円

一

体

を

す

派

な

ら

の

ん

す

す

の

訳

で

す

。

一

研

究

成

栄

と

し

て

市

教

育

委

一

日
な
凡
な
く
て
も
六
円
一
土
以
後
希
望
す
一
こ
れ
ら
の
最
重
治
山
富
田
一
一
五
年
以
k
二
O
年
未
満
一
日
号
、
子
、
言
、
孫
、
三
げ
し
一
一
い
主
じ
だ
が
、
大
洲
重
喜
一
二
、
華
料
一
年
末
も
い
よ
い
よ
直
っ
て
参
り
ま
し
一
員
、
害
警
統
計
主
任
主

λ
割
の
お
し

εせ
一

同
一
ず
の
と
J

さ

か

ろ

、

若

年

金

雲

仙

加

し

一

三

一

年

以

ト

に

揺

し

、

百

旦

一

二

0
0
0
円
一
母
、
兄
君
主
主
給
分
の
年
岳
町
心
室
主
主

2
2」
お
り
一
市
内
通
活
空
凶
か
け
)
む
と
と
に
七
十
た
。
緊
代
金
そ
の
他
力
纏
ま
っ
た
一
ど
約
℃
十
名
の
参
警
幸
一
て
士
一
月
中
の
帯
一
芥
豊
富
章
一
次
一

階

ま

す

0

?

出
場
合
の
年
人
詰
は
受
給
一
出
制
の
星
を
支
給
し
一
に
す

Qa
二
O
年

以

上

三

年

末

純

一

を

支

給

し

ま

す

。

一

ま

す

の

で

来

年

長

国

勤

電

話

に

な

る

一

円

五

じ

辻

7
2ば
今

か

ら

計

一

第

一

一

同

統

訂

教

育

研

究

莞

喜

一

員

選

問

ま

し

た

o
市
民
の
皆
さ
ん
一

一

思

の

空

E
E六
五
ゴ
か
お
一
診
臼
、
失
の
死
亡
口
の
腐
す
る
旦
m
一

一

入

、

0
0
0
円

一

的

障

害

の

立

認

定

す

き

じ

、

詰

込

み

中

の

も

の

は

令

官

一

申

込

合

紙

は

窓

口

に

汚

ま

す

。

一

回

、

一

ー

も

て

一

先

つ

有

利

、

亘

書

う

た

。

一

御

協

力

恋

お

願

い

し

ま

す

o

一

一
木
青
年
金
額
か
ら
政
令
で
寄
る
一
に
お
け
る
是
の
草
月
の
前
月
ま
二
一
手
以
上
一
-
一
見
記
一
一
一
0
1来
世
話
休
喜
が
あ
ふ
青
一
つ
じ
己
主
え
て
お
円
子
。
準
備
一
な
お
詳
し
い
こ
と
は
窓
口
で
お
た
っ
ね
一
全
、
皇
、
誌
の
「
需
貯
金
!
三

2
3、
午

前

中

は

一

長

持

地

区

三

班

一

一
事
減
じ
た
額
と
し
ま
す

0

7引
警
一
年
間
被
保
険
者
で
あ
り
一
一
一
一
六
、

o
c
c円

7
2
2
2
2失
な

っ

て

い

る

一

議

室

あ

の

ま

ず

の

で

、

い

ま

す

ぐ

一

下

さ

か

。

一

是

非

ご

利

用

下

さ

い

。

一

明

授

業

、

統

計

に

関

す

る

焦

点

一

第

一

平

一

奇

J
町
、
末
広
町
一

一
円
特
例
に
よ
る
君
主
の
毒
一
か
っ
そ
の
期
間
の
す
べ
て
が
保
険
料
一
一
ニ

ozf一一一五
Z
m
-
Z
)
叉

見

出

年

主

将

前

に

す

で

で

お

昭

一

ん

下

さ

い

。

一

一

(

大

型

露

〉

一

授

業

、

分

科

会

主

い

午

後

全

一

第

二

需

柏

木

、

志

野

、

聖

L

R

一

拠

出

制

言

言

語

要

件

を

一

納

付

開

で

市

た

き

れ

て

い

る

こ

一

問

問

、

c
o
o円
一
に
身
体
障
害
が

Eが
2
2一
塁
な
お
つ
け
す
る
と
き
の
斜
二
自
動
電
話
に
な
る
と
一

l
i
l
-
-

一

5
2会
長

章

一

2点
、

日

、

新

長

一

ず

一

尚

だ

す

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

有

で

一

と

)

一

三

五

年

以

上

主

二

、

0
0
0
円

一

加

入

後

に

た

に

障

害

を

受

け

た

場

一

塁

需

品

共

同

電

話

一

一

電

話

番

号

が

空

り

ま

す

一

優

秀

郵

便

貯

筑

一

語

室

一

宮

崎

先

川
J

心

一

利

一

倍

一

一

一

川

区

浮

舟

、

苅

判

所

泊

二

二

ノ

一

F
一

一

日

一

一

昨

昨

日

…

「

古

一

三

日

一

一

昨

日

一

昨

日

目

立

一

弔

問

問

一

自

民

自

民

一

一

九

五

日

間

刊

誌

一

昨

日

汗

日

缶

詰

点

在

日

一

昨

昨

日

比

一

出

品

目

前

日

明

日

一

」

時

計

間

金

額

一

買

収

肝

心

九

O
円

高

責

一

日

日

明

日

荒

川

干

し

時

計

ま

す

O

一
即
日
計
百
九
れ
ま
ず
か
ら
安
全

4
Uれ
れ

ば

全

部

四

ケ

タ

の

番

号

に

一

前

月

前

説

明

尚

一

品

時

計

官

官

民

眠

時

一

日

目

日

間

同

日

空

間

一

日

古

川

区

山

間

一

一

町

場

西

組

長

一

一
一
年
以
上
同
年
志
望
、

O
O
Q
円
一
母
子
第
二
子
以
降
一
人
に
つ
き
一
を
支
給
し
ょ
す
。
主
J

〕
本
年
四
周
二
船
舶
が
沈
没
し
た
と
と
当
に
ぶ
っ
て
一
お
つ
け
し
と
か
ら
の
判
1
1

一
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
わ
き
願
い
ま
す
一
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
大
洲
一
家
一
市
手
伝
~
調
査
、
お
祭
り
の
小
遣
い
旦
に
価
寸
る
ら
の
で
あ
っ
た
。
一
号
J

一

一
同
年
以
上
七
年
未
満
七
、

o
o
o
N一
四
、
八
O{υ
円
(
一
一
年
皇
給
一
日
現
在
、
ず
で
一

5子
状
住
民
一
一
二
ヶ
月
以
と
宅
が
不
明
と
な
っ
た
一
一
、
基
本
料
(
川
智
一
と
」
」
も
に
、
封
筒
、
語
、
そ
の
他
広
吉
削
係
貯
金
団
体
の
う
ち
、
次
の
聞
は

E
1
2
E
2
2七
き

71=一
(

予

ハ

一

ぽ

焦

点

授

業

状

況

ゾ

一

世

主(詳撃た

4
1
t
i日目
立

時

計

立

単

時

住

L目
白
山
町
民

M山枝問
M
U
M
-
-
J
E
h
-
-引
i引
主

に

一

日

間

中

山

一

一

日

午

一
才
か
往
年
一
二
C
O
C
円
の
老
一
例
死
亡
一
立
制
度
の
裂
一
川
母
子
福
利
益
省
主

J
一J
綿
一
左
手
舎
を
支
給
す
る
と
と
が
一
五
C
O
円
三
花
一
C
円
一
言
意
下
さ
れ
語
い
で
す
o

一
大
洲
市
役
所
貯
金
組
合
貯
金
局
長
表
彰
一
一
、
産
の
ご
昇
、
あ
っ
せ
ん
宅
の
ず
ん
で
、
ぞ
お
宅

1
i
E
E
¥宿
命
、
書
住
宅
一

一
ム
廿
福
祉
年
金
三
け
を
と
に
な
り
一
果
出
、

J
J期
間
か
三
年
以
上
で
点
一
村
立
の
額
面
頬
と
し
ま

γ
。

一

し

き

る

も

の

い

一

し

子

。

一

一

i
1
J冒
)
一
大
型
宮
婦
人
会
貯
金
組
合
グ
了
、
語
に
関
係
あ
る
ご
相
談
一
的
討
し
一
」
い
も
く

U
z
hい
た

一

一

三

一

ま

す

o

一
る
者

E
L
F
-
3
1
J
f
E
F
2
4喜
代

金

一

五

日

「

l
l
L
I
l
-
-
一

日

時

刊

日

間

合

一

一

皇

室

1iL軍一
し

ま

す

o
F
E
d
-第
時

昭

許

証

、

宮

前

一

朝

一

日

開

F
R
i
t支
配

偶

者

主

一

一

一

五

f
i
J
u
-
-改正一一一六一

f代
全

?

ナ

ユ

下

持

病

院

貯

金

組

合

U

一

受

付

時

計

三

日

月

町

kpuu一2
月
刊
日
南
地
区
肱
北
地
氏
一

一

三

官

立

一

年

十

月

一

日

施

行

)

是

正

ぃ

一

ゼ

キ

ー

調

コ

?

と

;1@
↑

(

郵

政

日

長

表

彰

〉

一

i

l

l

-

-

一
巾
し
山
く
と
リ
コ
し

ii1
第
一
地
区
第
一
地
区
一

一

て

し

、

ら

ま

情

当

一

人

ー

ま

で

同

氏

託

金

の

高

被

保

険

者

で

一

よ

乱

根

日

空

d
v

日

一

色

↑

N
H
K
で
は
寸
一
月
一
さ
し
あ

1J

一
日
管
一
一
地
問
第
一
一
段
一

一

し

ま

に

か

り

人

、

一

毛

主

が

国

民

主

の

Er白一
一

結

婚

相

訣

/

十

月

を

一

い

は

子

か

ら

一

一

一

十

日

立

一

円

L
I
l
-
-
吋

↑

り

日

空

一

地

区

空

一

世

一

一
一
…

z
ι
?に
一

と

な

り

手

。

〈

本

年

間

円

か

主

人

一

大

洲

一

引

で

は

十

一

周

一

は

よ

リ

来

年

↑

害

さ

れ

、

目

下

各

金

融

自

と

も

強

一

り

用

し

ま

し

ょ

乙

章

一

リ

討

「

E早
ぽ

見

や

す

い

三

一

、

い

配

こ

と

摺

誠

一

一

一

凶

日

告

書

重

量

ι

」

わ

が

た

し

せ

い

一

患

の

量

産

市

吉

ま

で

の

回

一

一

二

月

一

一

一

ヤ

一

日

ま

で

の

五

ケ

品

、

J
力
に
こ
の
運
動
在
す
す
め
て
汚
主

J

ご

膏

ノ

と

と

ろ

に

は

り

よ

し

ょ

二

所

お

手

U
ぜ

/

一

一

日

日

竺

地

区

竺

叫

区

一

τ
守

一

し

は

致

併

胤

一

一

掻

担

止

者

で

あ

的

保

険

料

招

一

見

豆

半

記

念

写

泊

円

運

動

が

て

郵

便

口

一

し

は

符

さ

ん

よ

り

寸

詰

り

一

析

し

い

時

代

に

〉

言

わ

し

い

乍

喜

一

i

二
で
つ
」

2
Zく
人

{

悶

一

円

。

一

J
何

日

空

臣

第

二

地

ば

一

上
品
川
町
詰
昨
日

7
:己二
E
j
z
日・

5
t
5
H
J日

E
E
i
J
i
i
;
!ソ
日

付

日

日

て

人

杯

一

時

的

に

ndι
引

崎

一

六

日

目

立

明

日

付

一

日

世

間

信

二

一

一

一

一

認

可

庄

一

訪

問

了

人

結

晶

一

九

院

に

め

た

う

て

一

目

立

川

十

日

斗

三

日

間

比

一

三

一

一

間

一

2
1一山
町

一

一

時

間

一

一

時

一

当
一
六

J
t
2
2

一

松

山

地

方

法

務

局

一

費

量

宗

主

か

ら

広

三

義

一

寸

と

く

汚

一

泊

料

重

石

土

ご

く

一

似

に

ど

書

下

さ

し

一

辺

円

第

一

一

一

書

室

一

一

地

区

一

江

一

一

許

可

戸

一

パ

ロ

昨

日

が

お

訂

正

日

一

一

間

一

川

口

、

dbtuuFM江川
市

民

間

mu告は
計

六

γ昨
日

町

民

一

一

ぶ

宵

江

川

口

千

円

内

当

日

間

笠

間

町

民

自

ニ

別

一

よ

五

賢

一

で

の

は

二

一

一

会

に

お

い

て

草

人

権

官

豪

雪

一

白

書

だ

け

で

は

十

詩

集

が

喜

一

手

一

れ

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

一

寸

一

主

語

、

人

格

段

弘

事

件

の

む

一

?

?

一

一

一

二

ア

レ

ο

見
て
い
一
ま
だ

4
2
5
2の
一
九
一
首
第
一
一
山
区
竹
一
地

L

一

rr訪問
町

一

引

い

日

日

出

、

日

目

立

川

主

計

町

長

ね

た

可

「

問

丸

山

十

台

訪

問

副

長

一

三

九

mHu--22一
三

目

白

川

口

一

日

品

川

mum-諸江
戸

一

白

山

田

町

四

百

二

E
l
折

、

ず

つ

が

、

芦

市

一

す

。

一

λ
時

議

室

は

全

型

車

村

C
一
υで
案
外
そ
の
人
は
去
の
事
件
が
刑
一
大
洲
市
に
は
つ
J
Z
F
f

権
基
委
員
一
共
放
送
と
し
て
の
告
を
認
せ
ら
れ
て
一
心
陀
/
ア
課
忠
一
南
下
さ
し
。
一
宮
竺
置
竺
弛
区

R

十

宮

山

荒

川

明

↑

京

国

の

憲

法

に

は

っ

す

べ

て

の

国

一

と

に

雪

じ

ふ

さ

わ

し

い

わ

誠

Z
一
事
法
で
は
ど
う
な
り
、
自
民
訴
す
一
が
任
~
山
さ
れ
て

2
2
r円、
人
福
一
お
り
ま
す
o
昔
、
で
言
契
約
を
し
一
台
一
ー
に
い
利
一
U
i
l
-
-

一
初
日
信
一
一
地
区
第
一
一
地
区
一
一

:2
祈

協

み

寸

い

だ

別

民

ば

個

人

と

し

て

豆

さ

れ

る

o
主
山
一
ち
古
川
村
長
め
草
」
ノ
ん
に
よ
っ
一
/
主
務
一
る
の
カ
、
ま
た
民
事
法
で
は
如
何
に
子
一
を
料
金
三
九
と
お
閣
り
の
万
川
、
個
人
↑
一
一
む
る
ご
烹
隠
に
は
、
放
送
受
は
意
文
ι

一
ぃ

-
E
W
F
1
3ム
日
女
策
十
日
円
一
1
月
1
日
2
日
3
日

古

マ

下

品

、

御

の

ま

思

し

大

。

一

内

向

、

j

ミ
J

F

福
山
泊
求
に
対
す
る
間
一
川
一
大
凶
が
来
日
日
川
し
ま
す
o

f一
れ
は
国
民
み
一
号
呈
す
れ
ば
損
害
の
賠
償
受
ぷ
め
互
の
F

二
山
は
固
く
守
る
こ
と
に
な
っ
て
い
一
お
送
り
し
一
お
j
z
iす
。
全
国
す
べ
て
一
最
近
行
江
ひ
れ
た
朝
刊
二
大
型
核
爆
発
実
一
年
末
年
給
休
み
一

四

日

開

M
士

間

一

辺

一

の

札

一

一

ツ

い

て

は

、

八

去

の

福

f
1
7
9
か
つ
の
手
一
に
ん
星
雲
ど
り
つ
民
一
こ
と
が
引
き
る
か
け
喜
知
ら
な
い
場
内
一
味
け
か
ら
ど
遠
慮
な
く
一
一
翼
下
六
一
一
の
ご
家
庭
合
川
に
喜
三
票
は
一
験
で
以
遠
の
k
に
九
一
耳
能
お
一
含
ん
で
一

4
日
第
一
一
一
川
区
空
一
地
区
一

二

押

乃

一

市

第

を

。

し

一

に

反

し

な

い

限

り

立

法

そ

の

他

の

国

政

一

主

的

な

」

J

法
で
な
さ
れ
て
い
け
り
、
現
在
一
が
多
く
、
住
宅
の
問
題
、
村
八
分
の
間
一

L
t

一
ら
れ
る
に
う
に
な
る
こ
と
l

そ
れ
け
一
雨
や
チ
リ
が
降
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
↑

5
日
第
四
地
院
一
第
四
地
問
一

月

が

者

礼

が

き

比

一

の

上

で

最

大

の

望

号

必

要

と

す

る

」

京

媛

県

下

ニ

守

二

十

記

事

れ

て

五

な

ど

で

、

人

権

属

さ

れ

た

が

さ

て

一

六

洲

市

の

人

権

聖

書

τ湾
高

水

準

の

再

三

一

手

一

つ

一

主

昆

て

手

月

二

十

六

日

空

の

一

色

竺

費

竺

地

区

司

r
F
T
q
r
?

一
主
本
的
人
権
に
つ
い
て

E
2く一
お
め
ま
す
よ
一
す
か
ら

Y
Zな
刊
百
一
さ
す
れ
ば
よ
い
の
か
巡
っ
て
い
一
白
人
一
稲
日
卯
治
郎
氏
一
の
八
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い
え
る
で
し
ょ
一

rより
て
問
。
。
カ
ウ
ン
ト
分
一
日
日
矯
一
一
地
区
雪
山
一
三

主

」

ヘ

問

厚

つ

に

さ

礼

一

お

り

ま

す

。

国

家

が

す

す

ん

で

同

氏

の

一

刷

、

部

に

ら

秀

同

の

い

な

い

地

域

は

あ

一

々

に

人

権

の

救

済

方

苦

言

え

る

の

が

一

吉

田

利

害

病

氏

一

う

。

ど

っ

か

乙

の

機

会

に

一

受

信

さ

雪

7
が
検
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
ο

一

9
口
第
二
一
地
反
第
三
地
区
い

郷

新

て

光

幸

し

お

一

人

事

ゲ

止

法

る

と

と

は

追

務

で

あ

川

町

、

佐

一

川

り

ま

什

」

九

o

一
仕
事
で
あ
り
ま
す
。
一
日
本
春
主
比
一
だ
は
っ
て
な
川
ご
家
庭
は
二
号
す
い
一
民
主
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
o

一

ω円
筒
同
地
区
第
四
地
区
一

ι

始

京

⑨) 

位ー

⑧ 
留守。

指:

圃ぷ咽
_-_)1 

‘持

三金

Iu 

の

間
い

法一
亡
一
時

1民
主主
二
年
の


